
奈良からはじめるキャリアデザイン

将来を考える高校生に向けて、地元

（奈良）の企業の魅力を紹介し、進路を

決める選択肢を広げることを目的とし

たキャリアデザインガイドブックです。
デザインイメージであり、実際とは異なる場合がございます



子どもたちに目まぐるしく変化する社会で生きる力を

私たちを取り巻く環境は、近年、日本社会の様々な分野において構造的な変化が進
化しています。産業・経済の構造的変化、雇用形態の多様化や流動化などがおこり、
生徒にとって『憧れの大人像』を見つけるのが難しく、自分の将来に『希望』を見
出しづらくなっていると言われています。

5

キャリア教育の必要性
変化する社会の中で、生徒が希望をもって自分の未来を切り開いていくため
の教育

学校・家庭・地域の連携
生徒が『生きる力』を身に着け、社会人として自立できるようにします。

Narouteの役割
地元（奈良）密着力とクリエイティビティを駆使してつくる、高校生のキャ
リア教育をアシストする情報誌です。



キャリア教育が必要となった背景と課題

キャリア教育の推進

キャリア教育が必要となった背景と課題

情報化･グローバル化･
少子高齢化･消費社会等



生徒にとって自分の将来を現実的に考え始めるきっかけに

文部科学省が定めた「学習指導要領」に従って教育の内容が決まっています。

小学校・中学校・高校と「発達段階」に従って、キャリア教育の実践形態も異なってきます。

つまり、高校生のキャリア教育を通して、生徒は現実的な将来像を描き
着実にその先となる進路を考えなければいけないとされている



先生からは現場に望まれる教材としての必要性

日本で「キャリア教育」という文言が公的に登場したのは平成11年。キャリア教育推進の手

引書が発行されたのは平成18年。新しい概念であり、指導内容は市内または、町内のそれぞ

れの学校、先生に委ねられていることが多く、準じた教材が少ないのが現状。

出典：国立教育政策研究所キャリア教育に関する総合的研究第一次報告

キャリア教育を支援する教材が望まれているのはもちろん。

さらに、地元【奈良】にある企業を紹介することで、

生徒にとって、仕事を身近に感じ、学ぶきっかけになると考えます。



『 Naroute)』の効果 ☞ 地域の企業、高等学校、生徒の三者をつなぐ

生徒が夢あふれる未来を描くのに必要な情報と、地元の企業が高校生に伝えたいことをマッ

チングさせ、双方、そして高等学校の先生にもメリットのある１冊です。

高等学校

地域の産業、 企業を具体的に紹介することで 、
生徒が自身で将来像を描くことをサポートする

生徒 企業

授業での活用や、出前授業（出張講義）
などのきっかけとなるツール

キャリア学習

地域とのつながり

企業価値の向上

より具体的に地域貢献の内容を知って
もらうことで、将来的に地元に愛着を
持てるきっかけをつくり、地域の活性
化につなげることができる

地域貢献の一環

業界の知識
自分の住む地域は、SDGsの活動を通
じていい地域づくり、社会づくりに貢
献していることを知ることができる

将来像の構築

様々な企業の取り組みを知ることで、
社会に貢献する仕事を目標にしたり、

期待をもつことができる

自社の社会貢献の取り組みを伝える
ことで社風と企業価値の向上を図る
ことができる
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Naroute
(ナルート)

5



高校生のためのキャリアガイドブック『 Naroute（ナルート）』の発行概要

≪媒体概要≫

仕 様：A4判 オールカラー

発行部数：2,000部（予定）

発行地域：奈良県内の全公私立高等学校

申込〆切：３月31日（火）

原稿〆切：４月17日（金）

発 行 日 ：５月25日(月) ※予定

発  行：人材ニュースキャリアラボ株式会社

価
格

A4見開き２P・フルカラー

250,000円

・ライト動画(1分程度) … 200,000円(税別)

・スタンダード動画(3分) … 300,000円(税別)

・ハイエンド動画(5分) … 500,000円(税別)

（税別）

動画オプション（自社の魅力を動画で発信）

動画のサンプルをご覧いただけます



現状把握－高卒採用のしくみ

Narouteは、高校卒業後、就職を考える生徒にとってより有益な情報となると考えています。



現状把握－高卒採用のしくみ

生徒は、文字のみで表記された

求人票で就職先を決定

高校生が

知りたい情報は？

企業が

伝えたい情報は？

自社の魅力や想い

求める人材イメージ

自社の強み

働く人の表情

職場の雰囲気

仕事の内容

現在の採用方法では企業イメージが伝わらず、

高校生と企業との間でミスマッチが起きてしまう

重要なのは“ビジュアル”面！



現状把握－高卒採用のしくみ

•求人数: 2,345人（前年同期比 3.7%減）
•求職者数: 920人（前年同期比 8.1%減）
•求人倍率: 2.55倍（前年同期比 0.12ポイント上昇）

今までと同じ採用活動では、人材確保が難しい状況にある。

求人数、求職者数ともに前年より減少していますが、求人倍率は上昇しています。

高卒採用は「売り手市場」である。

全国的に見ても有効求人倍率の増加傾向。

今年度は観測史上最高値の3.52倍を記録。

業種別で見ても全ての業種において倍率が増加。
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高校新卒者のハローワーク求人に係る求人・

求職・就職内定状況 取りまとめ

（出典：奈良労働局）
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現状把握－高卒採用のしくみ



現状把握－高卒採用のしくみ

令和7年3月新規高等学校卒業者の場合

14

10月1日以降、二次募集開始（併願可能）



現状把握－まとめ

応募は学校からの紹介が必須
（企業と生徒が直接やり取りしないしくみ）

ハローワーク登録が条件

情報公開、接触時期・回数が厳しく制限

1人1社しか応募できない

情報源がハローワークしかない

発信できる情報の経路が限定

高校生 先生 企業

・就職先の情報がわかりづらく

選ぶ基準がない

・１社しか応募できないのに

選択肢がそもそも少ない

・働いたときのイメージが湧

く情報が欲しい

・生徒には合わない職場を

選ばせたくない

・お付き合いのある会社から

紹介するしかない

・選択肢が先生側でも把握

しきれていない

・高校の先生と仲良くならない

と高卒者の採用が難しい

・先生と会って話せない

・自分たちの力で採用を行うの

はハードルが高い

この解決策となるものが「 Naroute（ナルート）」 5
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